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有効求人倍率

（出典：福岡労働局「平成２２年１２月２８日発行　雇用失業情勢（平成２２年１１月分）について」）

※全国及び福岡県の数値は季節調整値（地域別は原数値）
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日産自動車株式会社が九州工場の分社化を検討！

　10月5日、日産自動車（株）は苅田町にある九州工場を母体とした
新会社の設立を検討することを発表しました。
　同工場は、周辺にコスト競争力に優れたサプライヤーが集積してい
るとともに、アジア地域の拠点にも近く、地理的優位性が高いのが特
長です。
　輸出産業の海外への工場移転が懸念される中、新会社設立によっ
て部品の地元調達促進が図られるなど、小型車の国内での生産が
継続できるグローバル競争力を持った拠点としての発展が期待され
ます。

　日産自動車九州工場

 福岡の経済トピックス

「福岡県バンコク事務所」開所！

　10月12日、本県はタイ（バンコク）に日本の地方自治体で初めてと
なる単独事務所を開設したことを記念し、開所式を行いました。これ
で、本県の海外事務所は香港、上海、フランクフルト、サンフランシス
コにつぎ5ヵ所目となります。
　海外事務所は、県内企業の海外ビジネス展開支援や海外企業誘
致、県プロジェクトの推進、県産品の海外販路拡大などの業務に取り
組んでいます。
　バンコク事務所は、アセアン地域及びインドをカバーする活動拠点
となり、福岡県とこれらの地域との交流促進を目指します。

　知事は「福岡とタイの産業の結びつきを
深めるとともに、アセアンの国々との連携
も深めていきたい」と挨拶

　中長期的な需要が見込まれる超大型ラ
ジアルタイヤ

ブリヂストン北九州工場を増強！
　
　10月22日、株式会社ブリヂストンは、建設・鉱山車両用大型・超大
型ラジアルタイヤの世界的な需要増に対応するため、北九州工場
の生産能力を増強することを発表しました。
　 現在の北九州工場は、平成21年6月に操業開始（ブリヂストン33
年ぶりの国内新工場）。同社は、高い品質が求められる大型・超大
型タイヤで世界シェア約4割を誇りますが、今回の増強は、世界的
な鉱物資源の需要の高まりを受けたものです。
　総投資額は約220億円、生産能力は約30トン／日から約130トン
／日に拡大、従業員は現在の253名から約500名となる見込みで、
平成25年下期に増強が完了する予定です。



「北九州－上海（浦東（プードン）」国際定期貨物便就航
　
　　10月14日、中国の航空会社である揚子江快運航空が、北九州
空港と中国上海の浦東空港とを結ぶ国際定期貨物便を就航しまし
た。九州では唯一の国際貨物定期便で、水・木・土(2月１2日までは
木・金・土）の週3往復の運航です。北九州からは、半導体などの電
子部品、上海からは組み立て後の電気製品を満載し運んでいま
す。
　本県は、国際航空貨物便を誘致するため北九州空港を利用する
国際航空貨物の取り扱い事業者（輸出）や航空会社（輸入）に対し
て1キログラムあたり30円の助成を行っており、9月にはカナダか
ら、2011年1月にはオーストラリアからのジャンボジェット貨物チャー
ター便が就航するなど成果があらわれています。
　今後とも24時間運用が可能な北九州空港の特性を活かした航空
貨物拠点化の取り組みを行って参ります。

　北九州空港に就航した揚子江快運航空

CO2排出ゼロ 水素で走る「ホンダＦＣＸクラリティ」導入！
　
　10月15日、本県は、本田技研工業株式会社の燃料電池電気自
動車「ホンダFCXクラリティ」を公用車として導入しました。
　「クラリティ」は水素を燃料とし、最高時速160㎞、一回の水素補
給で620㎞走行可能、リース料は月額84万円、国が半額を負担し
ます。
　北九州と福岡の2カ所に「水素ステーション」を整備していますの
で、「クラリティ」はそこで水素を補給、走行します。
　本県は、環境にやさしい水素エネルギー社会の実現を目指し、
「福岡水素戦略（Hy-Lifeプロジェクト）」を展開しており、今回の導
入は、その社会実証の一環として行うものです。
　今後も、燃料電池電気自動車、水素家庭用燃料電池の開発、
普及を促進するなどし、低炭素社会を世界に先駆けて実現してい
きます。

　岸壁の長さが340mで1 万トン級の大
型船が2 隻同時に接岸可能な三池港

三池港の外貿コンテナ定期航路が週2便に増便！
　
　三池港は、三井三池炭鉱の石炭積み出し港として明治41年に築造
され、近代日本の産業・経済の発展に大きな役割を果たしてきまし
た。
　 平成18年には韓国・釜山港を結ぶ外貿コンテナ定期航路が開設さ
れるなど、国際物流港として拠点機能が高まっています。
　 本県は、外貿コンテナ定期航路を利用する企業に対し、取扱貨物
量に応じて助成額を増やす新たな助成制度を設けたほか、広報活
動の結果、本年度4月～10月までの取扱貨物量は4,473TEU（※）、
対前年比で3.3倍と過去最高を記録しました。
　 11月15日、これまで三池港に週1便就航している外貿コンテナ定
期航路が家具や化学製品等の取扱貨物量の増加のため、週2便
（月・金曜日）に増便されました。
　 三池港に接続する有明海沿岸道路の「三池港IC」の整備も着実に
進んでおり、県南振興を支える国際物流拠点として大きく発展するこ
とが期待されています。

（※）1TEU：20フィートコンテナ（長さ6.1m×幅2.4m×高さ2.6m）1個分



　●その他の話題

 ・9月24日､福岡県バイオ産業拠点推進会議は平成22年度総会を開催。新会長に味の素株式会社の戸坂修副社長
　を選任。研究開発の事業化の促進等が期待される。
 
 ・9月25日、「FACo 福岡アジアコレクション2010 秋／冬」（主催：福岡アジアコレクション実行委員会）が
　ZeppFukuoka（福岡市）で開催。蛯原友里さんや押切もえさんら人気モデルも登場し、秋／冬の新作を数多く発表。

・10月6日～13日､県内のRuby（習得が容易で開発効率が高いプログラミング言語）開発企業等計20社からなるミッ
　ション団を米国シリコンバレー等へ派遣。
　ベンチャー支援・ビジネス創出の仕組みを調査するほか、アマゾン社やツイッター社等の世界的な企業に対し、
　県内企業がRubyで開発した新製品・新技術をPR。

・10月20日、JR九州とJR西日本は山陽・九州新幹線に最速直通新幹線「みずほ」の運行を発表。新大阪～鹿児島中
　央間を1日4往復し、3時間45分で結ぶ（博多～鹿児島中央は1時間20分）。九州での停車駅は、小倉、博多、熊本、
　鹿児島中央。（平成23年3月12日全線開業）

・11月2日、ロシアの主要な経済団体である「オーポラロシア」（全ロシア・中小企業団体）のセルゲイ・ボリソフ会長が
　知事を表敬訪問し、中小企業の経済交流について意見交換。オーポラロシアの支部を日本に設立することを検討
　中で、福岡も候補地の一つであることを表明。（オーポラロシアには、45万社以上が加盟）

・11月13日､台湾・台北市内で「asianbeat、FUKUOKA STYLE」プロモーションを実施。ファッションショーやヘアメイク
　体験、ポップカルチャー、スイーツ、ネット通販商品の展示・販売を行った。
　イベントを通じ、ファッションや美容など福岡県のポテンシャルが高く若者に人気のある分野での「福岡の魅力」を
　PRし、関連産業の海外展開促進や観光客の誘致を目指す。

・11月17日、JR九州は建設中の新博多駅ビル「JR博多シティ」の開業日を平成23年3月3日と発表。延床面積は約20
　万㎡（参考：JR京都駅ビルは約23万㎡）で東急ハンズなど約230の専門店「アミュプラザ博多」、百貨店「博多阪
  急」、博多の食の場「博多1番街」の3施設で構成。1日10万人の集客が目標。

お問い合せ先
商工部企業立地課（発行元）   　〒812-8577福岡県福岡市博多区東公園7-7
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　TEL.092-643-3441　FAX.092-643-3443   E-mail ：kigyo@pref.fukuoka.lg.jp

東京企業誘致センター　　　〒102-0083東京都千代田区麹町1-12ふくおか会館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  TEL.03-5215-7161　FAX.03-3263-7474　E-mail: toukyou-o@pref.fukuoka.lg.jp

大阪事務所　　　　　　　　〒530-0001 大阪府大阪市梅田1-3-1-900大阪駅前第一ビル9階
　                                            　  　     TEL.06-6341-3627　FAX.06-6341-3622　E-mail:oosaka-o@pref.fukuoka.lg.jp

名古屋事務所                  　   〒460-0008 愛知県名古屋市栄4-1-1中日ビル7階

　                                             　 　     TEL.052-262-6938　FAX.052-262-6945　E-mail:nagoya40f@pluto.plala.or.jp

工場等の事業所用地、優遇制度は・・・

「福岡県企業立地のご案内」ホームページ

URL：http://www.kigyorichi.pref.fukuoka.lg.jp


